
完了報告書

日本財団　会長　笹川　陽平　殿

報告日付:2022年4月15日

事業ID：2020556642

事業名：埼玉県さいたま市における「子ども第三の居場所」の運営（2年目）

団体名：特定非営利活動法人さいたまユースサポートネット

代表者名：青砥　恭　　　　印

TEL：048-720-8874

事業完了日：2022年3月31日

■契約時

事業費総額 ： (28,370,000) 円

自己負担額 ： 円

助成金額 ： (28,370,000) 円 　　■箇所は【フォーム】収支計算書より自動転記

■事業完了時

事業費総額 ： (26,543,697) 円 収支計算書の黄のセルの値

自己負担額 ： 円 収支計算書の緑のセルの値

助成金額 ： (26,543,697) 円 収支計算書の赤のセルの値。千円未満は切捨

助成金返還見込
額

： (1,826,303) 円 （収支計算書の青のセルの値）

1.事業内容

助成契約書記載の事業内容（予定）と、事業完了時の事業内容（実績）を対照可能とするため、助成契約書
と一緒に綴じている「事業計画」の事業内容欄を転記した上、体裁を変えずに結果を記入してください。
なお、事業内容を複数設定している場合は、各事業内容ごとの完了時の実績を個別に記入してください。事
業内容が４つ以上ある場合は、一つの事業内容ボックスに複数ご記載頂いて構いません。

■事業内容1

(1)助成契約書記載の事業内容（予定） (2)事業完了時の事業内容（実績）

1.埼玉県さいたま市における「子ども第三の居場所」の運営
（1）期間：2021年4月〜2022年3月（週5、14時から20時まで
開所）
（2）場所：埼玉県さいたま市
（3）対象：小学校低学年を中心に25名
（4）内容：「子ども第三の居場所」をつくり、子どもとの1対1
の関係を重視しながら、子どもたちの生活習慣形成や学ぶ
意欲向上を支援することで社会的相続を補する。地域密着
型の拠点として多世代交流の機会を積極的につくり、地域
の価値観や文化の継承に繋げる活動を取り入れる。

１．埼玉県さいたま市における「子ども第三の居場所」の運
営
(1)期間:2021年4月1日～2022年3月31日（週5、14時から20
時まで開所）
（2）場所:埼玉県さいたま市見沼区大字蓮沼1652
（3）対象:1～5年生合計14名（対象小学校：大谷小・東宮下
小・七里小）
(4)内容:「子ども第三の居場所」にて、子どもとの1対1の関
係を重視しながら、子どもたちの生活習慣形成（手洗い・歯
磨き等）や学ぶ意欲向上（タブレットで学習アプリ導入等）を
支援することで社会的相続を補した。地域密着型の拠点づ
くりについては、パンデミックの拡大の影響もあって、次年
度の課題になっている。

(3)成功したこととその要因



対象小学校との連携・協議及び各小学校のＳＳＷや区役所担当課、堀崎教育相談室との協議により、複合的な困難を抱えた児童を受け入れて
きた。また職員の手厚いケアにより、子どもたちは楽しく拠点で過ごしている。当番活動等を通して基礎的な生活習慣を身に着けたり、学習面で
は日本財団からタブレットの提供もあって、学習アプリを通して子どもたちの好奇心や集中力を育てている。

(4)失敗したこととその要因
入所児童は増え続けているがパンデミックの影響もあり、現在14名と目標の25名まで到達していない。パンデミックの状況を考慮し、徐々に児童
数を増やすことが現時点で望ましいと考えている。次年度以降、施設の在り方の検討も行い、目標の児童数に増やしていくことを検討していきた
い。地域に開かれた活動や施設の在り方については、次年度の課題として重視していきたい。

(5)事業内容詳細

子どもを育てることに様々な困難を抱える家庭を主な対象として事業を展開。
主に低学年を中心とした児童を放課後預かり、学習や生活指導、食事の提供を行い、生きる力を養い貧困の連鎖を断ち切る。
対象の小学校はさいたま市立大谷小学校・さいたま市立東宮下小学校・さいたま市立七里小学校の3校。

■事業内容2

(1)契約時の事業内容 (2)事業内容の実施(完了)状況

(3)成功したこととその要因

(4)失敗したこととその要因

(5)事業内容詳細

■事業内容3

(1)契約時の事業内容 (2)事業内容の実施(完了)状況



(3)成功したこととその要因

(4)失敗したこととその要因

(5)事業内容詳細

■事業内容4

(1)契約時の事業内容 (2)事業内容の実施(完了)状況

(3)成功したこととその要因

(4)失敗したこととその要因

(5)事業内容詳細

2.契約時事業目標の達成状況： 

(1)助成契約書記載の目標



1.拠点利用児童の募集（ 2022年度3月末時点で25名とする）。
2.児童への居場所、食事、生活習慣支援、学習支援などの安定的な提供。
3.ボランティア等の地域住民や行政、学校との関係構築。
4.子どもの「経験の不足」を解消するようなイベントを事業期間内に2回実施する。
5.住民の力で困窮層や外国に繋がる子どもたちの持続的な支援が出来るコミュニティ形成。

(2)目標の達成状況 ［700文字以内］

入力文字数 668 文字数チェック OK
１．利用児童数は14名。入所の問い合わせや各小学校のSSWから児童を入所させたいなど話はあったが、感染の拡大、職員体制、また希望し
た世帯の家族状況など入所条件により受け入れすることができなかった。
２．職員の手厚いケアにより子どもたちが安心できる居場所として提供していくことができた。食事はコロナ禍で自炊を控え食事（おかず）を調達
先の社会福祉法人との連携のもと外部調達を行っている。生活習慣は子どもたちとルール決めを行いながら、感染予防を行いながら、当番活動
を通して掃除や食事準備などを行うことができた。学習は保護者と相談しながら学校から出された宿題の他、拠点で学習プリントを用意したり、
算数検定を実施した。またタブレットでの学習も行うことができた。
3．近隣大学からのボランティアとして今年度3名採用した。.さいたま市見沼区とは定期的な訪問を行ったが、今年度後半は感染状況もあり、中
断している。各小学校のSSWとの定期的な打ち合わせや連携を行うこともでき、さいたま市立大谷小学校とはスクールショーシャルネットワーク
会議へこれまで2回参加し、拠点の紹介や懇談を行うことができた。
４．お誕生日会や季節にちなんだ活動（こいのぼりパン作りやハロウィンイベント等）を行った。また日本財団や浦和レッズの協力のもとで夏休み
にサッカー教室に参加したり、ソニーのプログラム（MESH）に参加。
５．本事業の大きな目的でもあった地域との連携によって、外国人やその他の多様な困難を抱える子どもたちの支援は感染の拡大もあり、次年
度の大きな課題になった。

3.事業実施によって得られた成果

①本事業の開始が地域に与えた影響は大きい。多様な困難を抱えた児童の居場所ができたこと。学びの場ができたことは、学校教
育に止まらず、地域の子どもが安心できる養育環境を作ることができた。子どもの養育に困難を抱える保護者や関係者にとって、地
域のセーフティネットになっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②このことは、利用児童の保護者へのアンケートからも明らかだ。児童が拠点で楽しく過ごしているとの安心感と児童と職員の関わり
等に信頼を得ることができた。このことは、保護者が子育てに安心できる、依拠できる場を得られたことで、保護者の養育にも好影響
を与えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③また子どもたちがやりたいことを常に考え、子どもたちのリクエストをもとに拠点内での行事（夕食会、お泊り会、クリスマス会など）
も行うこともできた。

4.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案

・利用児童の定員に増やす課題についても、パンデミックの状況も考慮しながら次年度には、見沼区担当課、教育相談室、対象小学
校との定期的な協議を行っていきたい。
・長期休業中等の開設時間について⇒現在、朝の9時開所だが、開所時間を早めてほしい要望が保護者からあり。困難な課題だが、
保護者からの要望をどのように応えていくか検討したい。
・持続的なコミュニティの形成⇒地域自治会や住民組織などとの積極的な関わりをもとに、地域に開かれた、地域の拠点としての役
割が果たせるように、協議をおこなっていきたい。



・利用児童の定員に増やす課題についても、パンデミックの状況も考慮しながら次年度には、見沼区担当課、教育相談室、対象小学
校との定期的な協議を行っていきたい。
・長期休業中等の開設時間について⇒現在、朝の9時開所だが、開所時間を早めてほしい要望が保護者からあり。困難な課題だが、
保護者からの要望をどのように応えていくか検討したい。
・持続的なコミュニティの形成⇒地域自治会や住民組織などとの積極的な関わりをもとに、地域に開かれた、地域の拠点としての役
割が果たせるように、協議をおこなっていきたい。

5.事業成果物

(1)助成契約書記載の成果物名称 (2)事業完了時の成果物名称

事業完了報告書 ・事業完了報告書
・あそぼっくすだより（12回）
・掲示物
・毎月の企画での制作物
・団体HPのブログ掲載
・Tシャツ（40枚）

(3)未作成となった要因

特になし

(4)成果物を登録したウェブサイトのURL

・事業完了報告書
https://fields.canpan.info/report/detail/26995
・あそぼっくすだより（12回）　
https://fields.canpan.info/report/detail/26513
・掲示物
https://fields.canpan.info/report/detail/26525
・毎月の企画での制作物
https://fields.canpan.info/report/detail/26524
・団体HPのブログ掲載　
https://fields.canpan.info/report/detail/26515
・Tシャツ（40枚）
https://fields.canpan.info/report/detail/26514


